
弥
生
地
区
町
会
連
合
会
の
七
町
会
の

う
ち
本
郷
氷
川
神
社
が
宮
元
と
な
っ

て
い
る
町
会
は
、
弥
生
一
丁
目
東
・

弥
一
向
台
・
本
一
相
生
・
道
玄
・
東

郷
の
五
町
会
で
、
今
年
は
九
月
一
日

二
日
に
祭
礼
が

行
わ
れ
ま
し
た

（
弥
一
向
台
町

会
と
本
一
相
生

町
会
の
の
夜
店

は
八
月
三
一
日

と
一
日
）
。

各
町
会
と
も

共
通
し
て

い
る
の
は

子
供
神
輿

や
子
供
山

車
の
町
内

巡
礼
で
す

が
、
半
て

ん
を
着
て

大
人
に
手

を
借
り
て
嬉
し
そ
う
に
神
輿
を
担
い

だ
り
、
山
車
を
引
い
て
い
る
子
供
を

見
る
と
童
心
に
返
り
ま
す
。
一
方
祭

の
メ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
人

神
輿
は
大
勢
で
威
勢
良
く
「
セ
イ
ヤ
・

セ
イ
ヤ
」
等
と
掛
け
声
を
か
け
て
町

内
を
練
り
歩
き
ま
す
が
、
勇
壮
で
非

日
常
的
な
体
験

を
楽
し
め
ま
す
。

各
町
会
で
は
祭

の
手
伝
い
や
担

ぎ
手
を
募
集
し

て
い
ま
す
、
来

年
は
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。

今
年
の
弥
生
町
二
丁
目
町
会
は
、

神
明
氷
川
神
社
を
宮
元
と
し
て
八
月

二
五
・
二
六
日
に
祭
礼
を
実
施
。
前

夜
祭
と
し
て
、

二
四

日
夕

刻

に
恒

例
の

中

野
新

橋
駅

前

通
を

通
行

止

め
に

し
て

の

「
カ

ラ
オ

ケ

大
会

」
が

多

数
の

出
演

者

で
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
五
・

二
六
日
の
夕
刻
に
は
夜
店
の
立
ち
並

ぶ
な
か
、
恒
例
の
「
盆
踊
り
」
も
行

わ
れ
大
勢
の
参
加
者
が
踊
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

東
中
野
一
丁
目
に
あ
る
氷
川
神
社
は
、

長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
年
）
が
紀
元

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

野
区
内
に
氷
川
神
社
が
六
社
あ
り
ま

す
が
最
も
古
く
、
現
在
で
も
区
内
の

総
鎮
守
で
あ
り
氏
子
も
大
勢
い
ま
す
。

今
年
の
神
社
の
祭
礼
は
九
月
一
五
日

一
六
日
で
す
が
、
中
で
も
朝
日
ヶ
丘

町
会
参
加
の
青
梅
街
道
連
合
神
輿
渡

御
は
大
規
模
で
す
。
十
一
基
揃
う
と

中
野
警
察
署
前
は
一
時
、
青
梅
街
道

を
上
下
線
と

も
車
を
ス
ト
ッ

プ
し
て
人
と

神
輿
で
埋
ま

り
、
年
に
一

度
最
高
に
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
し

ま
す
。（

K
）
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や
よ
い

第
三
十
一
回
「
や
よ
い
地
区
ま
つ
り
」
の
開
催
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
通
り
弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
三
階
で
二
十
日
（
土
）
に
邦
楽
演

奏
会
が
、
二
十
日
・
二
十
一
日
の
二
日
間
で
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
日
に
向
台
小
学
校
の
体
育
館
で
は
、
青
少
年
育
成
弥

生
地
区
委
員
会
の
環
境
標
語
の
入
選
者
の
表
彰
式
の
後
、
地
元
の
の

ど
自
慢
・
芸
達
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
芸
大
会
が
午
前
の
部
と
午
後

の
部
の
二
部
制
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
民

謡
・
日
本
舞
踊
等
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
演
芸
が
楽
し
め
ま
す
。
午

前
の
部
の
最
初
に
桃
園
小
の
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」
が

披
露
さ
れ
ま
す
。
校
庭
で
は
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
大

会
・
福
祉
バ
ザ
ー
ル
・
模
擬
店
・
こ
ど
も
の
広
場

等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
昼
過
ぎ
に
は
恒
例
の

向
台
小
学
校
生
徒
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
と

「
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
」
「
十
中
生
徒
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
」
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
秋
の
一
日
を

老
若
男
女
が
楽
し
め
る
祭
り
で
す
。

現
在
作
品
展
の
出
品
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

や
よ
い
地
区
ま
つ
り
開
催
日
決
定

日
時

十
月
二
十
日
（
土
）
二
十
一
日
（
日
）

場
所

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
三
階
・

向
台
小
学
校

◆

作
品
展
の
作
品
を
募
集
中
（
九
月
末
締
切
）
◆

演芸大会 やよいこども園児

演芸大会 日本舞踊

作品展

十中 和太鼓

邦楽演奏会 じゃんけんぽん大会 こどもの広場

弥
生
地
区
七
町
会
の

祭
礼
三
神
社
で
開
催

み
こ
し
・
盆
踊
り
・
夜

本
郷
氷
川
神
社

神
明
氷
川
神
社

東
中
野
氷
川
神
社

弥一東町会 山車

弥一向台町会 夜店

道玄町会 神酒所前

本一相生町会 神輿

東郷町会 子供神輿

盆踊り

二丁目町会

神輿

朝日ヶ丘町会



環
境
標
語
を
ご
覧
に
な
っ
た

事
が
あ
り
ま
す
か
。
町
会
の
掲

示
板
・
学
校
・
児
童
館
・
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
と
い
ろ
い
ろ
な

所
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
地
区
委
員
会
環
境
部
で
は
毎

年
、
近
隣
の
桃
園
小
・
向
台
小
・

二
中
・
十
中
の
生
徒
さ
ん
達
に

お
願
し
て
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
二
百
以
上
の

標
語
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
ず
環
境
部

員
で
選
定
し

た
後
、
そ
れ

を
警
察
・
町

会
長
・
児
童

館
館
長
、
セ

ン
タ
ー
職
員

の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
最
終

選
定
を
し
ま

す
。
入
選
作
は

カ
ラ
フ
ル
な
紙

に
印
刷
し
て
皆

さ
ん
の
目
に
触

れ
る
よ
う
に
張

り
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
や
よ
い
地
区
ま
つ
り
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
区
長
を
始
め
多
く
の
来

賓
を
お
招
き
し
、
表
彰
式
を
行
っ
て

い
ま
す
。
標
語
は
地
区
委
員
会
発
足

時
か
ら
続
い
て
お
り
、
標
語
の
内
容

も
時
代
を
反
映
し
て
い
て
、
い
じ
め

を
取
り
上
げ
た
り
、
ゴ
ミ
問
題
だ
っ

た
り
、
最
近
で
は
節
電
と
言
っ
た
内

容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
時
代
に
敏
感
な
の
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。
学
校
や
児
童
館
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
の
注
意
を
促
す
所
に
上

手
に
貼
っ
て
あ
る
の
を
見
る
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い

に
駆
ら
れ
ま
す
。

（

S

）

昨

年
桃

園

小
の
庭
に
蒔

い
た
種
が
春
に
な
り
発
芽
し
育
っ
て

き
ま
し
た
。
七
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
児
童
が
ポ
ッ
ト
へ
の
移
植
作
業
を

行
い
、
五
百
本
近
い
苗
が
桃
園
小
と

向
台
小
に

運
ば
れ
ま

し
た
。
二

年
後
に
海

の
森
に
移

植
す
る
迄

大
事
に
育

て
る
予
定

で
す
。

住
所

本
町
二
ー
三
二
ー
一
四

☎

三
三
七
三
ー
〇
三
八
〇

◆
木
工
作
デ
ィ
ー
（
や
よ
い
Ｙ
Ｙ
ネ
ッ

ト
主
催
・
東
京
土
建
協
力
）
九
月
二

九
日
（
土
）
午
前
十
時
～
十
一
時
半
、

小
学
生
一
年
以
上
・
三
十
名
定
員

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
学
校
地
域

連
携
事
業
）
十
月
十
七
日
（
水
）

桃
園
小
学
校
・
体
育
館

◆
カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う

十
月
一
八
日
（
木
）
午
後
二
時
～
四

時
、
朝
日
ヶ
丘
児
童
館
一
階
遊
戯
室

◆
卓
球
や
ろ
う
会
（
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
教
え
ま
す
）

十
月
六
日

午
後
二
時
半
～
五
時

住
所

本
町
一
ー
二
三
ー
八

☎

三
三
七
三
ー
二
九
五
八

◆
「
敬
老
の
日
お
祝
い
サ
ロ
ン
」

九
月
一
八
日
（
火
）
午
後
十
二
時

～
二
時

敬
老
祝
い
の
昼
食
会
後
に

健
康
講
座
「
高
齢
期
を
生
き
生
き
と

暮
ら
す
た
め
の
秘
訣
」
で
保
健
師
の

お
話
と
、
ご
高
齢
利
用
者
の
方
か
ら

「
長
寿
の
秘
訣
」
を
伺
い
ま
す
。

申
込
み
は
九
月
十
日
ま
で
に
当
館
へ
、

参
加
費
は
昼
食
代
の
三
百
円
。

◆
「
体
力
づ
く
り
講
座
」
（
南
部
す

こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
）
十
月

十
五
日
。
腰
痛
予
防
の
為
の
ス
ト
レ
ッ

チ
中
心
の
講
習
内
容
で
、
三
月
迄
六

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

住
所

弥
生
町
三
ー
三
三
ー
八

☎

三
三
七
〇
ー
九
八
四
一

～
初
め
て
の
ご
利
用
者
は
身
分
証
明

書
・
緊
急
連
絡
先
を
持
参
の
こ
と
～

☆
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
☆

◆
や
よ
い
の
園

敬
老
祭

九
月
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午

後
三
時
頃

や
よ
い
の
園
全
館

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
お
茶
会
・
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
等
盛
り
だ
く
さ

ん
で
敬
老
の
日
を
祝
い
ま
す
。

◆
作
品
展

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

九
月
十
六
日
午
前
十
時
～
午
後
三

時
、
十
七
日
～
十
九
日
午
前
九
時
～

午
後
四
時
、
二
十
日
午
前
九
時
～
十

一
時
、
三
階
訓
練
室
。

住
所

弥
生
町
一
ー
十
四
ー
六

☎

三
三
七
二
ー
〇
八
四
一

◆
「
ビ
ッ
ク
ら
タ
イ
ム
」
（
大
学
生

と
あ
そ
ぼ
う
）
九
月
八
日
（
土
）

午
後
二
時
～
四
時

◆
げ
ん
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
（
乳
幼
児
親

子
事
業
）
九
月
五
日
（
水
）
午
前

十
一
時
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

◆
「
卓
球
を
し
よ
う
」
（
卓
友
会
）
）

十
月
二
六
日
（
金
）
午
後
三
時

四
十
五
分
～
四
時
四
五
分

◆
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
（
や

よ
い
YY
ネ
ッ
ト
）
十
月
二
七
日
（
土
）

午
後
二
時
～
三
時
半
向
台
小
体
育
館

※
そ
の
他
詳
細
は
毎
月
発
行
の
「
や

よ
い
タ
イ
ム
ス
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

弥
生
地
区
に
住
み
つ
い
て
五
十
八
年
。

世
の
中
も
周
り
の
環
境
も
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
今
私
は
東
京
砂
漠

の
大
都
会
に
住
ん
で
い
る
。

で
も
私
は
こ
の
地
域
が
好
き
だ
。

身
近
で
変
わ
ら
な
く
流
れ
て
い
る
の

が
神
田
川
。
昔
は
氾
濫
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
今
は
き
れ
い
な
水
の
流

れ
を
写
し
て
い
る
。
こ
の
川
を
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
地
域
振
興
、
憩
い
の

場
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
と

の
思
い
が
日
々

深
し
。
（
Ｂ
）
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本
一
高
齢
者
会
館

朝
日
ヶ
丘
児
童
館

や

よ

い

の

園

中
野
区
立
第
十
中
学
校
校
長

関

年

隆

さ

ん

文
京
区
か
ら
中
野
区
に
来
ら
れ
て
、
周
り
の
様
子
は
都
会
的

な
の
に
、
校
庭
が
地
域
の
お
み
こ
し
の
休
憩
場
や
町
会
の
運
動

会
会
場
に
な
っ
た
り
で
、
驚
か
れ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
校

庭
が
地
域
の
行
事
で
色
々
と
使
わ
れ
る
事
に
よ
り
十
中
を
よ
り

地
域
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
の
お
考
え
で
す
。
ご
専
門
は
技

術
科
で
、
特
別
支
援
学
級
の
先
生
に
な
り
、
も
の
づ
く
り
を
教
え
た
か
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
十
中
に
は
学
校
生
活
が
楽
し
け
れ
ば
良
い
と
い
う
風
潮
が
あ
っ

た
と
感
じ
ら
れ
た
様
で
す
が
、
先
生
の
お
考
え
は
学
校
の
基
本
は
あ
く
ま
で
も
学

力
、
そ
れ
に
社
会
性
・
人
間
性
・
体
力
の
四
つ
を
付
け
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た

め
に
良
い
と
思
う
こ
と
は
す
ぐ
に
実
行
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
十
中
に
来
ら
れ
て

三
年
目
、
よ
う
や
く
そ
の
成
果
が
出
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
読
書
と

い
う
の
は
趣
味
で
は
な
く
、
本
を
読
む
の
は
当
た
り
前
の
事
と
の
お
話
を
伺
い
、

こ
の
学
校
な
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
S

）

弥

生

児

童

館

編

集

後

記

やよいトピックス人
ひ
と

◆

や
よ
い
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ

◆

椅
子
に
座
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

操
し
ま
す
。
あ
と
は
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
。

毎
月
第
二
木
曜
日
午
後
一
時
半
～
三
時

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
三
階

環境標語選考委員会

環
境
標
語
入
選
作
決
定

子
や
孫
に
残
そ
う

「
海
の
森
」

東京湾


